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働きながら、国際交流ボランティア

「箱根会議」 10年を振り返って
日本初のスペイン語情報誌を創刊した松山エリザベスさん

関西国際交流団体協議会



京都市在住外目人意識調査報作苔刊行

＂本人と同等の 9fi民的権利を認めて
京祁市は、 {f,9t外国人の生活上のイ<
便や悩み、行政への痰望などの実態を

探り、 1li政に反映しようと、在9:t外国
人の・,:J：訟・実態瀾在を1iい、このほ
ど、その報如りを1ilitしな JK郡市で
は1995年に「点祁rli在住位国 ・朝鮮人
生活史・ぷ渫瀾在」を実施しており、

今回の渭究は対殺•hと国裕、人数の面
でさらに充実したものにしようと、 9"
内在9Kの20汲以上の全外1,;1人から無作
沿に選んだ3400人を対級に実施（阿収
'l'-28%)された。濁査を受，ltしたのは
（財）世界人権問題研究センクー，

報告t}は，11行の結果と分析をまとめ
た止編と、 l'.!flJ記述瀾に記依された意
兄や感想をまとめた別編の21111。Ji(都
市には96qiボ現（£で約4万3600人の外
国人が住んでいるが、止編ではそうし

た外lぶ1人の数やIll硝、在留汽格別の概
況や、潤在概要と結果概咬 ・分析、集

計表を収録，実態に即そうと、 1952年
以前からl:I本で住んでいるか、 U本で
生まれた人を「オールドカマー」、外国

で生まれて1953が以降、 n本で住んで
いる人を「ニューカマーJに分けて、i9在
を行い、結果も同祖点が明確になるよ

う別々に分析、出依している。

外l•I人施策で要哨の政もヽ注かったの
は．オールドカマーが「年金など社会

保印」「地方参政樅の保証」「公務只採用

の門）澗放Jで、 II本人と同等の市民
的椛利を求めている．一方、ニューカ

マーも1991様の権利を求めているが、そ
れよりも鈴かったのは「国筍や民族の

遠いを理解しあえる枚行を学校でJf汲
別や偏兒のなくなる啓発を」。 その

他、 I医行の患者への説明1；足からくる
病院に対する不U惑や、行政サービス
の認知度の低さ、住居をめぐるトラプ

ルなど．外U人がn祁生活で経験す
る、 U本人には見えにくい問凶点が浮

き彫りにされている。

別紺の自l'fl記述では、アジア系
ニューカマーがU本人の「脱亜人1な」に
よるアジア軽視を指悩、欧米糸ニュー

カマーは外兄上の違いから「ガイジン」

扱いされる不快感を訴え、アジア系と

欧米系の回答がはっきり分かれてい

る・また．永住権をもつオールドカ

マーは、納税などの各種筏務を果たし

ているにもかかわらず、政治的 ・社会

的椛利は保「なされていないという権利

と茂務の和ヽ正を第 1)，裸坦にあげ、

長年、受けてきた絲みを実惑させられ

る回答が多い。このJ9杏結果は、 Ji(昴
Iliに限らず．外国人施策に携わる他の
行政I関係者にも9平んでほしい報告・.り。
1月い合わせ9よ．点屈Iii叫祭化推追宙
ff075・222-3072.

全国ポランティア研究集会

1月15日～17日、
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291nl□を数える「全国ポランティア
研究狙会jが、阪神人・震災から 3年目

を迎える神戸市で、 1月15n~17Hに
開催される。

近年、 1i政、企業、敦＃l関係者など
でポランティアヘの関心が麻まり、祈

しい述携が朕索されていることから、

同北会では「ポランクリズムとネット

ワーキング」をテーマに．どのような

様能が必要で、役割を果たしていくの

かを話し合う．

阪神大裏災では約130/i人のポラン
ティアが活動したといわれ、復典への

プロセスは全日で課題となっている店

齢/fl叩組をはじめとする社会問題や生
活課遁の凝縮されたものであり、この

3年間の兵庫における活動の検証は、
全国のポランティアヘの問題提起にな

兵庫県で開催

るとの考えから、集会は兵庫の収り紺

みの紹介を中心に企両されている．

プログラムは、 「兵店で牛まれた祈

しいポランク リズムと多彩なネット

ツーキング」をテーマとしたシンポジ

ウムで砧を開け．2H IIは人辺援助、
佳宅再建・復爽ジェンダーなど40Q)

分科会と 8つのフィールドワークから
好さなものを逍んで参加できるIマル
チチャンネル堕プログラム」で、希哨

hは番組制作・述党もできる。最終H
は全体集会と合1,il賣訊会．参加貨IJi 
円、部分参1.115000円．中し込み締切は
12月20Ft,

,~1い介わせは、全国f; ランティア['

究出会,11務/iilt:Oお3460-0211、または
兵爪駄ポランティア協会t:078・242•

4670へ＂

豊中市が4カ国層行政ガイドプック発行

9AIjIiが炎出、＇r",¥1、関旧・帆鮮
栢、ポルトガル面の外囚人向けti政ガ
イドプックを作成した．日本面がよく

わからない外1廿1人が必要なときに市の
サービスが受けられるようにと、市が

行っている哀務のうち、必要なT，続き
やFl1i'1生活に関わりの深い9"柄をまと
めたもの．

A4飯、各57ページ。いずれも外LLIL
とりとFl本品の［）i&外国人仕録守の
"”表 ・届11l」rM民健朕保険 ，年金」「市
税」「：作らし」から「公共施設」1同院交汝J
など11”iu．作成にあたっては、 1.E,:1:
外I<'!人や（財）とよなか国際交流協会か
らアドパイスを受け、より実用的なガ

イドブックになるよう卍慮された。,Ii
役所の他、同センクーや図i'I館 ・公民
館でI/!l史できる。希咽者は送料を添え
て巾し込む。 〒560豊佃IiII11；；，塚3•I•I

翌III市役所文化課国際交流係 no6・
858-2651 

大阪の環墳保圃団体が

ウズペキスタンで国際会議開催

大阪のm境俣護団体「アジア ・グ
リーンロード・ムープメント」が9J1 
2411、ウズペキスクンの治都 ・クシケ
ンドで、塩害に苫しむアラル海の再生

など中央アジアの閃現保護にむけたl:iil
際会議を1月いた。会議には、日本、ロ

シア、綽国等6ヵ国から約100人が参
加。中央アジアの砂没化の）1項訊！告
や、 A本の水俣病や世界の水銀中毒6/f
究で知られる熊本人学の原rnif:純さん
がn本の公‘占の実態を報告した。

1, ;1会会長の佐藤紀(•さんは｀ 8年
~ij、ロシアIii校付近のフプスグル洲周

辺開発引Ir．フォーラムに参I』1するため
にモンゴルを訪れて以米、 U本モンゴ
ル文化経済交滋協会を設立し、同国と

の民間交流を絞けている。4<「前に緑

化連動を中央アジアにも広げ、 「紗澳

化や塩；Ifによる健様被害をこれ以上Iii
げないために」と、同会を設v．した．
中央アジア話l玉lではゾ述崩壊後の国作
りが侵先され、閃汲InJ閣は後同しにな
りがちだが、 fll'!汲阪墳が進めぱ牛沿
も仕かされる．この会議の開催で、閃

汲保胡にはずみがつくことを期待して

いる」と佐鉗さん。同会ft06-606-3ln
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